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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）

（月/日）

（円） （ポイント）データ期間：2022年3月17日～2022年6月17日（日次）

≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で大幅下落しました。
米連邦公開市場委員会（FOMC）を控え、金融引き締めにともなう景気減速
懸念が意識されたことから前週末より4日続落し、15日（水）の終値はおよ
そ1ヵ月ぶりの安値水準となりました。FOMCで大方の市場予想通り0.75％
の利上げが決定され、目先の米金融政策の先行き不透明感が払しょくすると、
買い安心感が広がり上昇したものの、欧州の中央銀行が相次いで利上げを決
定し、世界的な金融引き締めへの警戒が再び強まると、週末は下落しました。
なお、週末に開催された日銀金融政策決定会合で金融政策の現状維持が決定
され、政策変更への思惑が後退すると、国内株式は下げ幅を縮小しました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で大幅下落しました。
5月の米消費者物価指数（CPI）の結果を受け、米連邦準備制度理事会（FRB）
の積極的な金融引き締めによる景気減速懸念が意識され、前週から14日まで5営
業日連続で下落し、連日で年初来安値を更新しました。FOMCで大幅利上げが
決定され、米金融政策をめぐる先行き不透明感が和らぐと小幅に上昇したものの、
米国に続き欧州の中央銀行が相次いで利上げを決定し、急激な引き締めによる景
気後退リスクが改めて意識されると、週末にかけて下落しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で低下しました。
欧米の金利上昇観測が強まるなか、日銀が16～17日に開催される金融政策決
定会合で金融政策を修正するとの思惑から上昇基調となったものの、日銀が大
規模な金融緩和策の維持を決定し、政策修正への思惑が後退すると、週末は大
幅に低下しました（価格は上昇）。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
FRBが利上げペースを加速するとの思惑から、日米金利差の拡大を意識した円売
り米ドル買いが優勢となりました。FOMCを無難に通過し、米金利上昇がやや一
服すると、持ち高調整の円買い米ドル売りが進んだものの、週末に、日銀が金融
政策の現状維持を決定し、日米の金融政策の方向性の違いが改めて意識されると、
円売り米ドル買いが進みました。
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ドル/円（左軸） ユーロ/円（右軸）

（月/日）

（円） データ期間：2022年3月17日～2022年6月17日（日次）（円）

円安

円高

３）米国の株式市場
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10年国債利回り

（月/日）

（％） データ期間：2022年3月17日～2022年6月17日（日次）
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ダウ工業株30種平均（左軸） Ｓ＆Ｐ500種指数（右軸）

（月/日）

（ドル） （ポイント）データ期間：2022年3月17日～2022年6月17日（日次）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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欧米の急速な金融引き締めへと、それにともなう世界景気の減速懸念から、
株式市場は、日米両市場ともに大荒れの展開となりました。
14～15日の日程で開催されたFOMCで、およそ27年半ぶりとなる0.75％
の大幅利上げが決定されました。パウエルFRB議長が記者会見で『0.75％の
利上げは一般的ではない。』などと発言したことから、過度な金融引締めへ
の警戒感が後退したことから、15日の株式市場では買い安心感が広がりまし
た。しかし16日には、スイスおよび英国が利上げを決定したことから、利上
げにともなう世界的な景気減速懸念が再び強まり、不安定な相場展開となっ
ています。
今週は、欧米の景況感を示す経済指標の発表もあり、結果次第では、世界景
気の減速懸念が強まりそうです。
当面の株式市場は、インフレや消費を中心とした経済指標の結果をめぐり、
振れ幅の大きい展開が続くものと思われます。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは

ありません。また、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。実際の投資等に係る最終的な決定はご自身で判断してください。
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るものではありません。また税金・手数料等を考慮しておりませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。

• 投資信託の手数料や報酬等の種類ごとの金額及びその合計額については、具体的な商品を勧誘するものではないので、表示することができません。
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一般社団法人日本投資顧問業協会

ニッセイアセットマネジメント株式会社
コールセンター 0120-762-506

９：00～17：00（土日祝日・年末年始を除く）
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